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実習内容:環境省により絶滅危慎種に指定され，

長野県からも脊椎動物唯一の指定種として保護

されているシナイモツゴと，国内外来種であるモ

ツゴとの聞で生じている生息地の置き換わりの

現状を把握する。両種が同所的に分布し，侵入種

のモツゴの個体数比率が急速に高まっているた

め池でモツゴを除去する手法を実習した。更に，

繁殖期に侵入種モツゴの産着仰を選択的に除去

するとともに，シナイモツゴの産着卵を実験室に

持ち帰り，人為的に解化，飼育することによりシ

ナイモツゴの繁殖補助手法の体験学習をさせた。

また，モツゴの除去が十分ではないことが判明

したため，シナイモツゴ生息地のため池の池干し

による生息地の回復手法の実習を行った。生息地

の回復作業は，魚の活動が低下する厳冬期に行わ

れた。以下の図 9一図20に写真にてその概要を紹

介する。

lため池でのモツゴ駆除実習 2010年9月9日実

施

困9 モツゴの採集風景.

図10 採集された魚の種の同定.

図11 モツゴの形態測定風景.

H繁殖補助実験 2010年9月か6継続中

図12 繁殖補助手法の習得のために用いた温室.

に設置された飼育水槽.

図13 実験飼育中のシナイモツゴ仔魚.

生息地回復実験 年 1月 日， 日実施
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（原稿受付　2011.4.10）

1，木曽町において 9月に学生，子供たちと一

緒に野外生物観察会を行った。

図21 野外観察会風景.

2， 1 0月に諏訪周辺で植物観察会を OB.学

生・院生たちとともに行った.

図22 植物見学会の風景.

3， 2月に松本城山公園でマイスターと ともに

生物多様性の勉強会を行った。

図23 生物多様性勉強会の風景.

以上，動植物の生物保全の基礎実習の内容，

および保全上重要な地域の見学，実際の保全活

動の様子を主に写真を通して概要を説明した。

この実習，見学会，学習会，実践活動を通して

参加学生たちには生物保全の重要性と，それを

行うには地道な活動が必要であるととを十分に

理解してもらえたと思う。

今後の課題

これらを学んだ彼らが，実際に専門的な職を

得ることが少ないことが分かつた。課題として

は，どのようにして彼らに専門的仕事を用意で

きるようにするかである。それには，大学，教

員が企業などの社会ともっと連携をもち，教育

の結果をアピーノレすることで職を確保できるの

かもしれない。

実施責任者(藤山)の反省点としては，各方

面を対象にした類似の教育，事業が並列して動

いており，学科の教員がそれらにかかわってい

て多忙なため，もっと多くの教員に実際に参加

して頂き，内容をもっと充実させたかったが，

出来なかった。企画段階から改善が必要だろう。

今後はこうした教育， 事業の整理統合を行う

などして厳選し，さらに充実した内容として実

施していくことが重要であろう。

おわりに

教育 GPとして採用された信州大学に対して

感謝の意を表したい。また，本GPを実行するに

あたり，多くの院生，学生諸君に世話になった。

お礼申し上げます。藤山の実施では，庄内ホタ

ノレの会，上保慶子氏， ヒメボタノレに関しては信

州大学名誉教授塚原弘昭氏に， 高田の実施では

北野聡(長野県環境保全研究所)・窪田達夫(長

野県自然保護課)・高池澄人(長野市環境政策

課)・岡崎伸一(株)エコシス)の各氏にご協力

頂いた。この場を借りて，御礼申し上げます。
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